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講義内容(No.10)
複合材料、テキストp217-227

• 1.　繊維など強化材料とその性質
• ２．プラスチック基複合材料
• ３．金属基複合材料
• ４．グラファイト基複合材料
• ５．複合材料の製造方法
• ６．複合材料の破壊



複合材料とは
• “２つ以上の異なる材料要素を組み合わせ
て、種々の要素にない特有な性質をもた
せた人工の材料”

• 繊維強化複合材料と粒子分散複合材料
• プラスチック基、金属基、セラミックス基、カー
ボン基、セメント基、ゴム基

• Fiber Reinforced Plastics（プラスチック基繊
維強化材料）が一般



繊維の物性値



比重量、比強度、比弾性率の比較



繊維方向と力の方向



例題1



例題1（続き）



CFRP(Carbon Fiber Reinforced Plastics)
の用途と特性



釣り竿の例



樹脂の特性



例題２



金属基（アルミニウム）複合材料
の機械的性質



例題３の図



例題３



複合材料の製造方法
• １．プラスチック基複合材料：　　　　　　　　　　　　　　
ハンドレイアップ法、フィラメントワインディング法、引き抜
き法

• ２．金属基複合材料：　　　　　　　　　　　　　　　　　
繊維をCVD(Chemical Vapor Deposition) PVD( Physical 
Vapor Deposition)でコーティング。次はプリフォーム（予
備成形）。固相法（ホットプレス、ロール成形、HIPなど）と
液相法で成形。

• ３．セラミックス基複合材料：　　　　　　　　　　　　
金属基とほぼ同様

• ４．カーボン基複合材料(C/Cコンポジット)：　
CVI(Chemical Vapor Infiltration)など



例題４



複合材料の破壊挙動



例題５




